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院 隠

烏右

　

【
広
島
】
高
性
能
な
ボ
イ
ル
・
乾
燥
・
凍
結
ラ
イ
ン
を
有
し
、
原
料
の
状
態
に
応
じ
た

加
工
法
の
選
択
で
、
付
加
価
値
の
高
い
製
品
を
作
り
出
し
て
い
る
白
地
水
産
㈱
（
本
社
・

広
島
県
江
田
島
市
、
白
地
桂
三
社
長
）
。
一
貫
し
た
鮮
度
・
品
質
・
衛
生
管
理
の
も
と
、

地
場
産
の
シ
ラ
ス
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
や
カ
キ
を
使
っ
た
冷
凍
・
乾
燥
品
、
良
質
な
国
産

ナ
マ
コ
が
原
料
の
乾
燥
ナ
マ
コ
（
キ
ン
コ
）
を
製
造
し
、
確
か
な
品
質
が
取
引
先
の
高
い

評
価
に
結
び
付
い
て
い
る
。
同
社
自
慢
の
冷
凍
・
乾
燥
製
品
を
紹
介
し
、
商
品
作
り
の
考

え
方
な
ど
を
白
地
社
長
に
聞
い
た
。
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ラ
ウ
ン
ド

ド
レ
ス

粉
付
き

　

原
料
は
地
場
で
水
揚
げ
さ

れ
た
脂
の
り
が
良
い
カ
タ
ク

チ
イ
ワ
シ
。
獲
れ
る
時
期
に

よ
っ
て
魚
体
に
脂
が
多
い
、

少
な
い
は
あ

る
が
、
白
地

水

産

で

は

「
脂
が
少
な

け
れ
ば
冷
凍

品

を

作

ら

ず
、
イ
リ
コ

に

加

工

す

る
」
と
、
獲

れ
た
魚
に
対

し
て
、
よ
り

付
加
価
値
が

高
ま
る
加
工

を
選
択
し
て

お
り
、
製
造
す
る
冷
凍
カ
タ

ク
チ
イ
ワ
シ
は
す
べ
て
脂
の

り
が
良
く
、
高
品
質
で
お
い

し
い
。

　

商
品
形
態
は
ラ
ウ
ン
ド
、

ド
レ
ス
、
粉
付
き
（
フ
ラ
イ

向
け
）
の
３
タ
イ
プ
。
ド
レ

ス
は
手
作
業
で
丁
寧
に
処
理

し
て
い
る
。
量
販
店
、
生
協
、

外
食
、
給
食
関
係
な
ど
で
使

わ
れ
て
お
り
、
品
質
と
味
の

良
さ
が
好
評
で
、
引
き
合
い

を
強
め
て
い
る
。
２
台
の
ト

ン
ネ
ル
フ
リ
ー
ザ
ー
で
Ｉ
Ｑ

Ｆ
凍
結
す
る
。
生
産
能
力
は

毎
時
８
０
０

。
規
格
は
１

袋


入
り
。

　

昨
年
、
白
地
水
産
と
㈱
ノ

ー
ス
イ
（
本
社
・
大
阪
市
）

と
の
共
同
開
発
で
誕
生
し
た

「
瀬
戸
内
海
産
お
刺
身
生
し

ら
す
」
（
１
箱
２
５
０

×

４
個
入
）
。
冷
凍
し
た
生
シ

ラ
ス
の
大
き
な
課
題
で
あ
っ

た
「
解
凍
時
の
ド
リ
ッ
プ
」

を
克
服
し
、
獲
れ
た
て
の
味

と
鮮
度
、
食
感
を
見
事
に
実

現
し
た
。
安
定
し
た
鮮
度
と

品
質
、
使
い
や
す
さ
（
使
い

切
り
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）
で
、

寿
司
店
、
居
酒
屋
な
ど
の
外

食
筋
を
は
じ
め
、
各
販
売
先

か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

　

商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は

「
鮮
度
勝
負
」
の
ロ
ゴ
が
記

さ
れ
て
い
る
。
漁
獲
時
か
ら

加
工
ま
で
徹
底
し
た
鮮
度
管

理
を
行
っ
て
お
り
、
シ
ラ
ス

の
鮮
度
に
対
す
る
自
信
が
表

れ
て
い
る
。
解
凍
し
て
も
ド

リ
ッ
プ
が
ほ
と
ん
ど
出
ず
、

獲
れ
た
て
の
シ
ラ
ス
と
そ
ん

色
の
な
い
新
鮮
な
味
わ
い
が

楽
し
め
る
。
軍
艦
巻
き
な
ど

の
寿
司
種
に
、
ま
た
、
生
シ

ラ
ス
丼
と
し
て
食
べ
て
も
お

い
し
い
。
ほ
か
に
も
、
か
き

揚
げ
の
具
材
な
ど
、
ア
イ
デ

ア
次
第
で
幅
広
い
料
理
の
ア

ソ
ー
ト
に
使
え
る
。

　

凍
結
技
術
の
進
歩
で
商
品

化
が
可
能
に
な
っ
た
生
シ
ラ

ス
製
品
。
ノ
ー
ス
イ
の
林
広

之
・
取
締
役
加
工
水
産
事
業

部
長
は
「
白
地
社
長
は
新
し

い
こ
と
に
前
向
き
で
、
技
術

や
品
質
の
向
上
に
大
変
意
欲

的
な
人
。
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
心
強
い
」
と
話
す
。

　

生
産
量
は
日
産
で
お
よ
そ

３

（
最
大
）
。
白
地
水
産

が
製
造
し
、
そ
の
全
量
を
ノ

ー
ス
イ
の
全
国
の
営
業
所
が

販
売
し
て
い
る
。

生
シ
ラ
ス
丼

生
シ
ラ
ス
軍
艦
巻
き

乾燥ナマコ（キンコ）

上
乾
ち
り
め
ん

イ
リ
コ

釜あげしらす（トレーパック㌘入り）

２㌔箱

広
島
産
か
き

邑
久
牡
蠣

本
社
社
屋

広島産生剥き牡蠣

阿
阿
阿
阿
阿
阿
阿
阿
阿

唖唖

挨挨

亜

愛

本
社
工
場
増
築
部
分

　

イ
リ
コ
は
脂
が
少
な
い
ほ

ど
良
質
と
さ
れ
、
高
い
評
価

を
受
け
る
。
白
地
水
産
で
は

脂
の
多
い
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ

は
イ
リ
コ
に
せ
ず
、
冷
凍
品

に
加
工
す
る
。
原
料
の
状
態

に
応
じ
て
、
よ
り
付
加
価
値

を
高
め
ら
れ
る
加
工
方
法
を

選
択
で
き
る

強
み

を
生

か
し
、
安
定
し
た
品
質
の
イ

リ
コ
を
製
造
す
る
。
チ
リ
メ

ン
、
カ
エ
リ
も
漁
獲
か
ら
鮮

度
管
理
し
た
高
鮮
度
な
原
料

を
使
っ
て
い
る
。

　

中
国
向
け
に
販
売
好
調
な

の
が
乾
燥
ナ
マ
コ
。
ナ
マ
コ

加
工
に
参
入
し
て

年
、
乾

燥
ナ
マ
コ
の
製
造
に
着
手
し

て
８
年
が
経
過
し
、
特
別
な

生
産
ノ
ウ
ハ
ウ
（
乾
燥
、
ボ

イ
ル
）
で
角
立
ち
の
良
い
製

品
を
作
っ
て
い
る
。
製
造
日

数
は

～

日
。
出
来
上
が

っ
た
ら
す
ぐ
に
出
荷
の
状
態

に
あ
り
、
引
き
合
い
は
相
当

に
強
い
。
ま
た
、
乾
燥
カ
キ

も
中
国
、
香
港
向
け
に
好
販

売
。
原
料
サ
イ
ズ
は
１
粒
平

均


で
乾
燥
期
間
は
約
５

日
間
。
直
近
の
実
績
で
は
原

料
ベ
ー
ス
で
６
０
０

を
乾

燥
加
工
し
た
。

　

今
年
７
月
下
旬
、
本
社
工

場
を
増
築
し
、
既
設
の
第
二

工
場
の
乾
物
加
工
機
能
を
全

面
的
に
移
転
さ
せ
た
。
ボ
イ

ル
釜
５
ラ
イ
ン
で
チ
リ
メ

ン
、
カ
エ
リ
、
イ
リ
コ
、
ナ

マ
コ
、
カ
キ
を
加
工
。
工
場

集
約
化
の
メ
リ
ッ
ト
も
生
か

し
、
生
産
能
力
を
よ
り
高
め

て
い
る
。

　

全
国
１
位
の
生
産
量
を
誇

り
、
広
島
県
の
県
魚
で
あ
る

カ
キ
。
地
元
で
仕
入
れ
た
カ

キ
は
工
場
で
サ
イ
ズ
選
別

し
、
冷
凍
向
け
と
乾
燥
向
け

に
仕
分
け
て
い
る
。
冷
凍
品

は
ト
ン
ネ
ル
フ
リ
ー
ザ
ー

で
Ｉ
Ｑ
Ｆ
凍
結
す
る
。
鮮
度

と
味
を
落
と
さ
な
い
よ
う
、

解
凍
後
に
ド
リ
ッ
プ
が
出

な
い
製
法
で
作
ら
れ
る
。
製

造
し
た
冷
凍
カ
キ
は
そ
の

全
量
を
ノ
ー
ス
イ
に
販
売

す
る
。

　

ま
た
、
ノ
ー
ス
イ
が
仕
入

れ
た
カ
キ
の
冷
凍
加
工
や

パ
ッ
キ
ン
グ
も
行
う
。
ノ

ー
ス
イ
が
販
売
す
る
Ｉ
Ｑ

Ｆ
カ
キ
は
３
種
類
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
。

広
島
産
お
よ
び
邑
久
牡
蠣

（
岡
山
県
邑
久
町
虫
明
海

域
）
と
産
地
を
分
け
て
い

る
。

　

漁
獲
時
か
ら
加
工
ま
で
、

徹
底
し
た
鮮
度
・
品
質
・

衛
生
管
理
で
作
ら
れ
る
シ

ラ
ス
干
し
。
味
の
良
さ
は

も
と
よ
り
、
色
、
つ
や
な
ど

見
た
目
の
美
し
さ
、
一
般

生
菌
数
の
少
な
さ
な
ど
か

ら
、
築
地
市
場
で
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
高
評
価
を
得
て

い
る
。

　

シ
ラ
ス
干
し
は
「
鮮
度
が

命
」
。
漁
獲
し
た
シ
ラ
ス
は

す
ぐ
に
運
搬
船
の
船
上
で
鮮

度
処
理
（
冷
や
し
込
み
）
さ

れ
、
陸
揚
げ
す
る
荷
揚
げ
桟

橋
に
向
か
う
。
途
中
、
運
搬

船
は
本
社
工
場
に
電
話
し
、

漁
獲
量
や
魚
の
状
態
、
桟
橋

到
着
時
間
な
ど
を
伝
え
る
。

本
社
工
場
は
荷
揚
げ
、
加
工

す
る
準
備
を
事
前
に
整
え
て

い
る
。

　

工
場
に
搬
入
さ
れ
た
シ
ラ

ス
は
、
前
処
理
室
で
選
別
し

た
後
、異
物
（
カ
ニ
、
エ
ビ
、

小
魚
な
ど
）
除
去
装
置
を
備

え
た
を
最
新
鋭
の
シ
ラ
ス
自

動
釜
で
ボ
イ
ル
さ
れ
、
そ
の

ま
ま
全
長

㍍
の
自
動
乾
燥

機
に
入
る
。
乾
燥
後
は
、
ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
で
機
械
や
目

視
に
よ
る
異
物
選
別
を
重
ね

る
。
い
ず
れ
の
作
業
も
ス
ム

ー
ズ
に
、
衛
生
的
に
行
わ
れ

る
。
生
産
能
力
は
日
産
最
大



。

　

販
売
先
は
主
に
築
地
市

場
。
第
一
水
産
㈱
営
業
第
一

部
・
木
村
彰
秀
部
長
は
「
生

菌
数
が
圧
倒
的
に
少
な
い
こ

と
。
確
か
な
選
別
、
鮮
度
・

お
い
し
さ
へ
の
追
求
で
ト
ッ

プ
ブ
ラ
ン
ド
の
評
価
」
と
話

す
。
荷
姿
は
２

箱
が
中
心

で
、
ス
ー
パ
ー
販
売
向
け
の

ト
レ
ー
パ
ッ
ク
（


入
り
）

も
あ
る
。
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（５） ２０１０年（平成２２年）８月３１日 火曜日 （日刊） 第三種郵便物認可

　

新
し
い
こ
と
に
前
向
き
な
姿
勢
で
、
加
工
技
術
や
品
質
の
向
上
に
意
欲
的
な
白
地
水

産
㈱
。
優
れ
た
加
工
機
能
を
活
用
し
、
優
位
性
を
発
揮
し
た
高
付
加
価
値
な
商
品
作
り

に
取
り
組
み
、
シ
ラ
ス
業
界
で
は
広
島
地
区
を
代
表
す
る
企
業
に
成
長
し
た
。
白
地
桂

三
社
長
に
商
品
作
り
の
考
え
方
や
会
社
方
針
、
今
後
の
展
望
な
ど
を
聞
い
た
。

本社工場前に設置した桟橋

漁獲時からの鮮度管理が強み
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総
務
省
が
発
表
し
た
７

月
の
家
計
調
査
に
よ
る

と
、
全
国
１
世
帯
当
た
り

魚
介
類
支
出
額
は
６
月
に

続
き
前
年
同
月
比
６
％
減

で
、
６
０
８
２
円
。

　

生
鮮
魚
介
の
支
出
額
は

前
年
同
月
比
７
％
減
の
３

４
８
６
円
。
購
入
数
量
は

３
％
減
。
購
入
数
量
が
大

幅
に
増
加
し
た
の
は
イ
ワ

シ
の

％
増
、
カ
ツ
オ
の


％
増
。
マ
グ
ロ
も
７
％
、

刺
し
身
盛
り
合
わ
せ
、
ア

ジ
も
５
％
増
え
た
。
カ
ニ

は
横
ば
い
で
、
他
は
減
少
。

サ
ン
マ
が

％
減
、
イ
カ

が

％
減
、
サ
ケ
が

％

減
、
サ
バ
が

％
減
、
エ

ビ
が

％
減
、
タ
イ
が


％
減
と
大
幅
に
減
っ
た
。

　

支
出
額
で
は
イ
ワ
シ
が


％
増
と
２
ケ
タ
増
の
ほ

か
は
ア
ジ
が
７
％
、
カ
レ

イ
が
２
％
前
年
を
上
回
っ

た
が
、
ほ
か
は
い
ず
れ
も

前
年
同
月
を
下
回
っ
た
。

大
幅
に
下
回
っ
た
の
は
、

サ
ン
マ
の

％
減
、
カ
ニ

の

％
減
、
サ
バ
の

％

減
、
エ
ビ
の

％
減
、
サ

ケ
の

％
減
、
タ
イ
の


％
減
。

　

鮮
魚
以
外
で
支
出
額
が

大
幅
に
増
え
た
の
は
カ
キ


％
増
、
シ
ジ
ミ

％
増
、

ウ
ナ
ギ
か
ば
焼
き
の

％

増
。
揚
げ
か
ま
ぼ
こ
、
ア

サ
リ
、
シ
ラ
ス
干
し
、
塩
サ

ケ
も
前
年
を
上
回
っ
た
。

大
幅
に
下
回
っ
た
の
は
、

魚
介
の
漬
け
物
の

％

減
、
干
し
ア
ジ
の

％
減
。

購
入
数
量
で
は
、
カ
キ
が

２
・
５
倍
に
な
っ
た
ほ
か
、

シ
ジ
ミ
が

％
増
、
塩
サ

ケ
が

％
増
、
シ
ラ
ス
干

し
が

％
増
、
カ
ツ
オ
節

・
削
り
節
が

％
増
と
大

幅
に
増
え
、
ア
サ
リ
も
増

え
た
。
大
幅
に
減
っ
た
の

は
煮
干
し
の

％
減
、
干

し
ア
ジ
の

％
減
、
コ
ン

ブ
つ
く
だ
煮
の

％
減
。

　

肉
類
で
は
、
支
出
額
は

牛
肉
が
１
％
、
豚
肉
が
３

％
、
鶏
肉
が
５
％
前
年
を

下
回
っ
た
。
購
入
数
量
も

牛
肉
５
％
減
、
豚
肉
３
％

減
、
鶏
肉
３
％
減
と
い
ず

れ
も
減
少
し
た
。

　

食
料
費
全
体
の
支
出
額

は
０
・
４
％
減
の
７
万
４

７
２
３
円
。
集
計
世
帯
数

は
７
６
８
９
世
帯
。
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―
商
品
作
り
の
考
え
方

は
。

　

自
社
の
優
位
性
を
理
解
し

た
上
で
、
ど
う
差
別
化
す
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。
ま
ず
は
鮮

度
面
。
わ
が
社
は
カ
タ
ク
チ

イ
ワ
シ
の
漁
船
漁
業
か
ら
加

工
ま
で
を
手
が
け
て
い
る
。

漁
獲
時
か
ら
の
鮮
度
管
理
が

可
能
。
だ
か
ら
説
得
力
の
あ

る
「
鮮
度
」
が
う
た
え
る
。

　

そ
し
て
、
最
新
加
工
ラ
イ

ン
・
設
備
を
備
え
た
現
本
社

工
場
の
存
在
。
工
場
に
入
っ

た
魚
に
対
し
て
、
最
も
付
加

価
値
が
与
え
ら
れ
る
加
工
方

法
を
取
っ
て
い
る
。
地
場
の

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
は
６
～


月
ご
ろ
ま
で
が
漁
期
だ
が
、

獲
る
時
期
に
よ
っ
て
魚
体
サ

イ
ズ
や
脂
の
り
が
異
な
る
。

イ
リ
コ
を
作
る
場
合
、
脂
が

少
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
良

品
は
で
き
な
い
。
ボ
イ
ル
し

て
乾
か
す
単
一
の
加
工
方
法

だ
け
し
か
で
き
な
け
れ
ば
、

脂
が
多
か
ろ
う
と
、
製
品
が

安
く
な
ろ
う
と
イ
リ
コ
を
作

る
し
か
な
い
。
わ
が
社
で
は

脂
が
多
け
れ
ば
冷
凍
品
を
作

る
し
、
少
な
け
れ
ば
イ
リ
コ

に
す
る
。
そ
の
時
々
に
獲
れ

た
原
料
に
応
じ
、
最
適
な
加

工
方
法
を
取
れ
る
。
こ
の
優

位
性
を
生
か
し
て
い
る
。

　

ま
た
新
商
品
開
発
は
、「
原

料
仕
入
れ
先
」
「
商
品
販
売

先
」
「
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
」
の

う
ち
２
つ
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
前
提
と
な
る
。
昨
年
か

ら
本
格
生
産
を
始
め
た
「
生

シ
ラ
ス
」
は
自
社
船
で
原
料

を
獲
っ
て
、
ノ
ー
ス
イ
さ
ん

の
販
売
ル
ー
ト
に
乗
せ
ら
れ

る
、
仕
入
れ
と
販
売
が
あ
り
、

商
品
化
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん

だ
。

　

―
設
備
導
入
・
投
資
に
対

す
る
考
え
方
は
。

　

ま
ず
、
自
分
が
作
り
た
い

商
品
を
明
確
に
す
る
。
ト
ン

ネ
ル
フ
リ
ー
ザ
ー
に
し
て
も

「
何
を
作
る
の
か
」
で
、
そ

れ
に
適
し
た
種
類
が
あ
る
。

わ
が
社
が
冷
凍
加
工
す
る
コ

イ
ワ
シ
や
カ
キ
は
、
ス
ー
パ

ー
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
フ
ラ

イ
な
ど
で
調
理
す
る
原
料
段

階
の
商
品
で
、
お
節
な
ど
口

に
入
る
直
前
の
も
の
と
は

利
益
率
が
違
う
。
導
入
時
と

そ
の
後
の
コ
ス
ト
を
考
慮

し
た
上
で
、
最
適
な
も
の
を

選
ん
で
い
る
。
１
０
０
０
万

円
か
け
て
安
い
も
の
も
あ

れ
ば
、
１
０
０
万
円
で
も
高

い
も
の
が
あ
る
。
元
が
取
れ

る
も
の
に
お
金
を
か
け
て

い
く
。

　

今
の
加
工
業
は
装
置
産
業

と
も
い
わ
れ
る
。
ト
ン
ネ
ル

フ
リ
ー
ザ
ー
や
シ
ラ
ス
加
工

ラ
イ
ン
も
、
並
み
の
も
の
で

は
勝
負
で
き
な
い
。
わ
が
社

は
シ
ラ
ス
業
界
で
は

新
人


だ
が
、
３
年
前
の
工
場
稼
動

後
、
築
地
市
場
に
シ
ラ
ス
干

し
を
上
場
し
、
最
高
値
を
付

け
た
。
当
時
、
知
名
度
の
な

か
っ
た
わ
が
社
の
シ
ラ
ス
干

し
が
評
価
さ
れ
た
の
は
、
最

新
鋭
装
置
を
導
入
し
た
こ
と

が
大
き
い
。
そ
の
時
に
一
番

良
い
ハ
ー
ド
を
導
入
す
る
と

と
、
そ
れ
だ
け
で
有
利
に
な

る
。
費
用
対
効
果
と
導
入
優

先
順
位
を
考
え
て
、
今
後
も

必
要
な
設
備
投
資
を
行
っ
て

い
く
。

　

―
今
年
増
築
し
た
工
場
や

桟
橋
設
置
に
つ
い
て
。

　

本
社
工
場
増
築
の
一
番
の

狙
い
は
、
場
所
が
離
れ
て
い

た
２
つ
の
加
工
場
を
集
約
化

し
、
従
業
員
と
魚
を
１
カ
所

に
集
め
て
コ
ス
ト
を
下
げ
る

こ
と
。
今
回
、
乾
物
を
作
っ

て
い
た
第
２
工
場
の
製
造
ラ

イ
ン
を
す
べ
て
増
築
部
分
に

移
し
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う

に
、
わ
が
社
は
獲
れ
た
魚
の

状
態
に
よ
っ
て
乾
燥
、
冷
凍
、

シ
ラ
ス
干
し
に
す
る
の
か
を

決
め
て
い
る
。
工
場
の
集
約

化
に
よ
っ
て
、
人
の
配
置
が

よ
り
短
時
間
で
整
い
、
生
産

性
が
向
上
す
る
。
原
料
も
高

鮮
度
の
ま
ま
次
々
に
加
工
処

理
で
き
る
の
で
、
商
品
の
品

質
も
高
ま
る
。
本
社
工
場
前

に
設
置
し
た
桟
橋
も
、
水
揚

げ
か
ら
工
場
搬
入
ま
で
の
コ

ス
ト
削
減
と
時
間
短
縮
を
狙

っ
た
も
の
だ
。

　

―
順
調
な
成
長
を
続
け
て

い
る
白
地
水
産
。
今
後
の
方

針
は
。

　

社
長
就
任
時
（
約
８
年
前
）

は
売
上
高
５
億
～
６
億
円
だ

っ
た
が
、
現
在
は

億
円
に

達
し
た
。
こ
こ
ま
で
急
成
長

し
て
き
た
が
、
し
ば
ら
く
は

足
踏
み
状
態
が
続
く
だ
ろ

う
。
今
は
コ
ス
ト
を
下
げ
る

こ
と
と
、
人
材
育
成
に
注
力

し
て
い
る
。
日
々
の
魚
の
状

態
（
鮮
度
・
品
質
な
ど
）
を

的
確
に
判
断
し
、
最
も
付
加

価
値
が
高
く
な
る
加
工
を
選

択
で
き
る
よ
う
な
、
専
門
的

な
力
を
持
っ
た
人
材
を
育
て

て
い
く
。
こ
れ
に
は
経
験
と

感
性
が
必
要
で
、
す
ぐ
に
は

難
し
い
。
た
だ
、
わ
が
社
の

将
来
の
成
長
を
考
え
れ
ば
、

こ
う
し
た
人
材
が
必
要
不
可

欠
だ
。

　

ま
た
、
今
後
も
売
り
上
げ

を
伸
ば
し
て
い
く
に
は
「
原

料
の
確
保
・
調
達
」
が
最
重

要
課
題
と
言
え
る
。
江
田
島

を
含
む
広
島
西
海
域
（
安
芸

灘
）
は
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の

好
漁
場
。
し
か
し
、
漁
協
で

の
セ
リ
・
入
札
の
シ
ス
テ
ム

が
な
い
た
め
、
自
社
で
獲
っ

た
分
以
外
の
原
料
を
確
保
す

る
こ
と
が
難
し
い
。
地
場
で

獲
れ
る
魚
を
地
元
加
工
業
者

が
買
え
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
を
漁
連
、漁
協
、
行
政
な
ど

関
係
者
に
お
願
い
し
た
い
。

地
元
加
工
業
者
が
育
つ
こ
と

で
、
地
場
魚
が
買
い
支
え
ら

れ
、
漁
業
者
の
所
得
向
上
、

地
場
産
業
（
水
産
業
）
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
。

　

農
水
省
が
ま
と
め
た
２
０

０
９
年
水
産
加
工
品
生
産
量

に
よ
る
と
、
ね
り
製
品
の
生

産
量
は

万
７
９
４
０
㌧
で

前
年
に
比
べ

％
減
少
。
か

ま
ぼ
こ
類
が

万
１
０
６
７

㌧
で

％
減
と
大
幅
に
減
少

し
、
魚
肉
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
類
は
６
万
６
８
７
３
㌧
で

７
％
減
。
（
１
面
に
本
記
）

　

冷
凍
食
品
は

万
６
４
１

９
㌧
で
８
％
減
。
魚
介
類（
切

り
身
、
む
き
エ
ビ
な
ど
の
加

工
品
）
は

万
８
７
１
２
㌧

で

％
減
と
大
き
く
減
少
、

水
産
物
調
理
食
品
も

万
７

７
０
７
㌧
で
５
％
減
。

　

塩
干
品
は

万
７
１
９
７

㌧
で
７
％
増
加
。
ア
ジ
は
５

万
３
３
０
０
㌧
、
サ
ン
マ
は

３
万
１
１
６
３
㌧
で
、
い
ず

れ
も

％
増
と
大
き
く
伸
ば

し
た
。

　

塩
蔵
品
は

万
６
２
４
５

㌧
で
８
％
増
。
サ
ケ
・
マ
ス

は
９
万
５
６
９
６
㌧
で
１
％

増
。
一
方
、
サ
バ
は
４
万
８

９
８
６
㌧
で

％
増
と
急
増

し
て
い
る
。

　

節
製
品
は

万
１
６
６
６

㌧
で
２
％
減
。
節
類
が
６
万

７
２
８
２
㌧
で
１
％
減
。
け

ず
り
節
は
３
万
４
３
８
４
㌧

で
５
％
減
少
し
た
。

　

煮
干
し
品
は
６
万
５
７
０

６
㌧
で
８
％
減
。
シ
ラ
ス
干

し
は
２
万
９
１
８
５
㌧
で
８

％
減
。
一
方
、
イ
ワ
シ
は
２

万
８
１
１
９
㌧
で
６
％
増
加

し
た
。

　

素
干
し
品
は
１
万
７
０
１

７
㌧
で

％
減
と
大
幅
に
落

ち
込
ん
で
い
る
。
ス
ル
メ
は

７
６
１
４
㌧
で

％
減
と
大

き
く
落
と
し
て
い
る
。

　

燻
製
品
は
１
万
１
１
６
５

㌧
で
５
％
減
。

　

焼
・
味
付
ノ
リ
の
生
産
量

は

億
７
０
３
１
万
５
０
０

０
枚
で
７
％
減
。

　

生
鮮
冷
凍
水
産
物
の
生
産

量
は
１
６
２
万
４
５
９
６
㌧

で
前
年
に
比
べ
２
％
減
少
。

サ
ン
マ
が

万
６
０
４
４
㌧

で

％
増
と
急
増
。
サ
ケ
・

マ
ス
類
は

万
９
５
７
７
㌧

で
１
％
増
、
イ
ワ
シ
類
は


万
６
４
２
３
㌧
で
３
％
増
と

増
え
た
。
一
方
、
マ
ア
ジ
・

ム
ロ
ア
ジ
類
は
７
万
７
３
４

９
㌧
で
３
％
減
、
サ
バ
類
は


万
７
９
２
０
㌧
で

％
減

と
大
幅
に
減
少
し
た
。
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